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 ５月 29 日付け英国王立鳥類保護協会及び日本の自然保護団体からの共同書簡につきまし

て、在大阪英国総領事館のマイケル・ブライス総領事を通じて、別紙のとおりお答えいたし

ます。 

  

 

 



 

書簡に記載されております夢洲については、経済界・大阪府・大阪市で策定しました「夢

洲まちづくり構想」（（平成 29（（2017）年策定）及び（「夢洲まちづくり基本方針」（（令和（（2019）

年策定）に基づき、国際観光拠点の形成をめざすこととしております。 

さらに、2025 年日本国際博覧会（大阪・関西万博）の跡地となる夢洲第２期区域について

は、大阪・関西万博の理念を継承したまちづくりを進めることとしており、本年６月には（「夢

洲第２期区域マスタープラン Ver.2.0（（））」を取りまとめたところです。その中で、まちづ

くり方針の一つに、SDGs 未来都市の実現を掲げ、（「カーボンニュートラル、都市の自然生態系

の形成等の環境対策により、SDGs の実現に向けた未来都市を創造」するとともに、水とみど

りあふれる空間形成として、「まちの骨格や建築敷地内のパブリックスペースにおいて、SDGs

の達成に向けた環境共生などに配慮しながら適切に水・みどりを配置し、うるおい・憩いを

享受できる空間の形成」を図ることとしております。 

書簡につきましては貴重なご所見として参考とさせていただきながら、マスタープラン等

に沿って、夢洲のまちづくりを進めてまいります。 

 

別紙 


